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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 27日 (2004.8.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

を 特 徴 と す る 振 動 機 保 持 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　

振 動 を 発 生 す る 振 動 発 生 手 段 と 、 こ の 振 動 発 生 手 段 を 保 持 す る 保 持 部 材 と を 備 え 、 前 記
振 動 発 生 手 段 の ケ ー ス を 前 記 保 持 部 材 を 介 し て ア ー ス し た こ と

前 記 保 持 部 材 は 、 前 記 振 動 発 生 手 段 を 包 囲 す る 第 １ 弾 性 保 持 部 材 と 、 こ の 第 １ 弾 性 保 持
部 材 を 収 容 保 持 す る 第 ２ 保 持 部 材 で 構 成 さ れ 、 前 記 振 動 発 生 手 段 の ケ ー ス は 、 前 記 第 １ 弾
性 保 持 部 材 よ り 一 部 露 出 し た 部 分 が 前 記 第 ２ 保 持 部 材 に 直 接 接 触 す る こ と に よ り 、 前 記 第
２ 保 持 部 材 を 介 し て ア ー ス さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 。

　 前 記 第 １ 弾 性 保 持 部 材 が 前 記 ケ ー ス よ り 短 く 形 成 さ れ 、 前 記 ケ ー ス の 外 周 の 一 部 が 露 出
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 。

前 記 第 １ 弾 性 保 持 部 材 が 有 底 筒 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 ケ ー ス の 一 端 面 に 露 出 部 が 形 成 さ れ
、 こ の 露 出 部 に 前 記 第 ２ 保 持 部 材 が 直 接 ス ラ ス ト 方 向 に 当 接 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 。

前 記 第 ２ 保 持 部 材 が 各 種 電 気 回 路 を シ ー ル ド す る シ ー ル ド ケ ー ス に 一 体 に 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 。

請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 無 線 機 器



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 　 　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 振 動 機 保 持 装 置 に お い て は 、

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 振 動 発 生 手 段 を 保 持 部 材 内 に 確 実 に
保 持 し 、 発 生 す る 振 動 を 効 果 的 に ユ ー ザ に 知 ら せ る こ と が で き 、 し か も 、 振 動 発 生 手 段 の
ケ ー ス を 効 率 よ く ア ー ス で き る 振 動 機 保 持 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

振 動 を 発 生 す る 振 動
発 生 手 段 を 保 持 部 材 で 保 持 す る と 共 に 、 振 動 発 生 手 段 の ケ ー ス を こ の 保 持 手 段 を 介 し て 直
接 ア ー ス す る よ う に し て い る 。



　

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 の 発 明 は 、

を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 に お い て 、

【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 に お い て 、

【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　

　

　

【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
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以 上 に よ り 、 振 動 発 生 手 段 を 保 持 部 材 で も っ て 容 易 に か つ 確 実 に 保 持 す る こ と が で き 、
ま た リ ー ド 線 な ど を 用 い る こ と な く 振 動 発 生 手 段 の ケ ー ス を 直 接 保 持 し て ア ー ス す る こ と
が で き る 。

振 動 を 発 生 す る 振 動 発 生 手 段 と 、 こ の 振 動 発
生 手 段 を 保 持 す る 保 持 部 材 と を 備 え 、 前 記 振 動 発 生 手 段 の ケ ー ス を 前 記 保 持 部 材 を 介 し て
ア ー ス し た こ と

前 記 保 持 部 材 が 、 前
記 振 動 発 生 手 段 を 包 囲 す る 第 １ 弾 性 保 持 部 材 と 、 こ の 第 １ 弾 性 保 持 部 材 を 収 容 保 持 す る 第
２ 保 持 部 材 で 構 成 さ れ 、 前 記 振 動 発 生 手 段 の ケ ー ス は 、 前 記 第 １ 弾 性 保 持 部 材 よ り 一 部 露
出 し た 部 分 が 前 記 第 ２ 保 持 部 材 に 直 接 接 触 す る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ 保 持 部 材 を 介 し て ア
ー ス さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

前 記 第 １ 弾 性 保 持 部
材 が 前 記 ケ ー ス よ り 短 く 形 成 さ れ 、 前 記 ケ ー ス の 外 周 の 一 部 が 露 出 し て い る こ と を 特 徴 と
す る 。

請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 弾 性 保 持 部
材 が 有 底 筒 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 ケ ー ス の 一 端 面 に 露 出 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 露 出 部 に 前 記 第
２ 保 持 部 材 が 直 接 ス ラ ス ト 方 向 に 当 接 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。

請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 振 動 機 保 持 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 保 持 部 材 が
各 種 電 気 回 路 を シ ー ル ド す る シ ー ル ド ケ ー ス に 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

そ し て 、 請 求 項 ６ 記 載 の 無 線 機 器 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 振 動 機 保
持 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 １ に 、 振 動 モ ー タ が 接 続 さ れ た
フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 に 、 振 動 伝 達 防 止 手 段 と し て 、 振 動 モ ー タ の 接 続 部 位 と そ の 他
の 部 位 と の 間 に 屈 曲 部 を 設 け た り 、 振 動 モ ー タ の 接 続 部 位 を そ の 他 の 部 位 に 対 し て 薄 肉 化
、 幅 狭 化 し て い る の で 、 モ ー タ の 振 動 と と も に フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 の モ ー タ 接 続 部
近 傍 が 振 動 し て も そ の 他 の 部 位 の 振 動 を 防 止 す る こ と が で き 、 併 せ て フ レ キ シ ブ ル プ リ ン
ト 基 板 上 に 実 装 さ れ た 部 品 の 破 損 を 防 止 す る と と も に 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 と そ の
近 接 す る 部 品 と の 間 で 干 渉 を 防 い で 異 音 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 実 装
部 品 の 耐 振 動 特 性 な ど の ス ペ ッ ク を 厳 し く す る 必 要 が な く 、 ま た 他 の 部 品 の 振 動 防 止 の た
め の 部 品 を 新 た に 設 け る 必 要 を な く し て 、 コ ス ト の 増 大 を 抑 え る こ と が で き る 。 な お 、 抵
抗 な ど の 実 装 部 品 の ス ペ ッ ク を 厳 し く さ せ な い で す む か ら 、 こ の 点 で は む し ろ 低 コ ス ト を
実 現 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ６ ４ 】
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以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、

【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 振 動 機 保 持 装 置 に よ れ ば 、 振 動 発 生 手 段 が 保 持 部 材 で

保 持 さ れ た 状 態 で 、 振 動 発 生 手 段 の ケ ー ス が 直 接 保 持 部 材 を 介 し て ア ー ス さ れ る こ と に な
り 、 別 に ア ー ス 用 の リ ー ド 線 を 必 要 と せ ず 、 リ ー ド 線 を 用 い た 場 合 の 各 種 不 都 合 を 解 消 す
る こ と が で き 、 作 業 性 よ く 振 動 発 生 手 段 の ケ ー ス を ア ー ス す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 振 動 機 保 持 装 置 に よ れ ば 、 振 動 発 生 手 段 を 第 １ 弾 性 保 持 部 材 で 弾 性 的 に
包 囲 保 持 し 、 こ の 状 態 で 第 ２ 保 持 部 材 に 収 容 保 持 す る よ う に し て い る た め 、 振 動 発 生 手 段
は 、 こ れ ら の 保 持 部 材 で も っ て 、 容 易 に か つ 確 実 に 、 安 定 し た 状 態 に 保 持 さ れ る こ と に な
り 、 発 生 し た 振 動 も 確 実 に ユ ー ザ に 伝 達 さ れ る こ と に な る 。 特 に 、 振 動 発 生 手 段 の ケ ー ス
に 露 出 部 を 形 成 し 、 こ の 露 出 部 に 第 ２ 保 持 部 材 を 直 接 当 接 さ せ た 場 合 に は 、 こ の 露 出 部 を
介 し て 振 動 発 生 手 段 か ら の 振 動 が 第 ２ 保 持 部 材 、 更 に は 、 機 器 の 筐 体 に 伝 達 さ れ る こ と に
な り 、 ユ ー ザ に よ り 効 率 的 に 振 動 発 生 手 段 の 振 動 が 伝 達 さ れ る こ と に な る 。
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